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・アンケート結果・分析を話のタネとして
・現状把握、問題・課題を我がごととして

先ずは話し合いを進め

行動に移してみよう!

日頃より地域の活動にご理解・ご協力を賜りありがとうございます。
さて、昨年度実施をしました真人町の中学生以上を対象とした「住民アンケート」につきまし

ては、皆様からご協力を頂き高回収率で受領をさせていただき、各年代層からの意向を把握させ
ていただきました。その後、アンケートの結果を集計し、更に分析を行うための再集計を進め、
見やすく伝えるためのグラフ化をしながらまとめてきたところです。

先般、7月30日にはこの結果の「住民アンケート結果報告会」を地域づくりの専門家を招い
て開催させていただきました。今後も機会を得ながらアンケート結果から見える、地域の現状や
問題・課題の周知を行いたいと考えています。このため、今回アンケート結果の一部を抜粋した
概要版を作成しましたので、これを全戸配布といたします。ご家族皆様でご覧いただき、先ずは
「我がごと」とし、この結果を話しのタネにして話し合いが進めばと考えています。

急速に進行する人口減少からの多様な問題や課題が考えられます。少子・高齢化(多老化)や地
域・組織の維持などについて、「今が良ければ…」から将来を見据えて出来ることを進めていき
ましょう。
(概要版を見るだけでは理解できないって場合は、説明に出向くことも可能ですので相談して下
さい)

7.30アンケート結果報告会



小千谷市の将来人口推計 資料データ 日本の地域別将来推計人口(平成３０年推計)

国立社会保障人口問題研究所

( 平成27年)

３６，４９８人
( 令和26年 )

２２，６３５人

30年後
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真人町の将来人口推計 ※国勢調査データ、国立社会保障人口問題研究所の予測を基に推計した数値

27% 14% 36% 18%

98.2% 17.5% 50.7% 26.0%

29.7% 19.1% 49.8% 22.0%

64.6% 3.2% 4.1% 23.8%

-27.7% 9.5% 30.7% 6.1%

-51.0% -4.0% 12.9% 30.7%

Ａ÷C 1.82 1.51 1.36 1.08 1.00

284 217 205

65〜74歳
316 192 186 179 144

15〜64歳(A)
987 761 639 427 350

65歳以上(C)
541 503 470 396 349

7.6% 7.0% 18.7% 13.4%

126.22% 91.02%

212.77% 144.18%

F/C
H27から15年後

62.18%

52.67%

54.71%

77.62%

72.11%

67.76%

C/A
H12から15年後

F/A
H12から30年後

68.76% 42.75%

42.92% 22.61%

64.74% 35.42%

58.86% 45.69%

Ａ÷Ｂ 21.0 7.9 6.4 4.8 5.2

⾼齢者率 30.8% 36.5% 39.0% 44.6% 46.6%

85歳〜(B)
47 96 100 89 68

75歳〜
225 311

0〜14歳
226 114 97 64 51

2030年(F)

令和１２年

合計
1,754 1,378 1,206 887 750

合計
2000年(A)

平成１２年
2010年(B)

平成２２年
2015年(C)

平成２７年
2025年(D)

令和 ７年

真人町人口推計

☆国勢調査データから見える30年間の人口推移
・真人町の将来人口を国勢調査の数値を使用して推計をし
ました。
・少子高齢化が進み人口は減少し、令和１２年における総
人口は７５０人を推計、１４歳以下の人数は５１人で人口
比は6.8%となりました。また、高齢者は３４９人で高齢
化率は46.6%の見込みとなりました。

☆人口が減少することによりいろいろな問題や課題
が出てきます。
・多くの人は、それがどんなに大切なことでも、差し迫った状態
にならない限り、必要性を自分自身の問題として突きつけられて
痛切に認識できない限り、行われないようです。

１５年間で31.2%減少

１５年間で57.1%減少

１５年間で35.3%減少

１５年間で41.1%減少

１５年間で26.2%増加

１５年間で112.8%増加

今後さらに37.8%減少

今後さらに47.4%減少

今後さらに45.2%減少

今後さらに22.6%減少

今後は27.8%減少

今後は32.0%減少
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人口減少はどこにもやってくる 市内人口に対する地区別人口割合の推移

41,641人 36,498人

1,754人
1,206人

(1,000)

( 500)

△6,720  △18.4%

△456  △37.8%
(1,206人)

(887人)
(750人)

岩沢・東山地区の市内人口に対する割合

区 分 H12年 H27年 R7年 R12年

岩 沢 1,178人 782人 576人 484人

割 合 2.8% 2.1% 1.8% 1.6%

東 山 1,172人 478人 317人 277人

割 合 2.8% 1.3% 1.0% 0.9%

市内人口に対する真人町の割合

区 分 H12年 H27年 R7年 R12年

小千谷市 41,641人 36,498人 32,106人 29,778人

真 人 1,754人 1,206人 887人 750人

割 合 4.2% 3.3% 2.8% 2.5%

(H27) (R7) (R12)

△298  △38.1%

△201  △42.1%

人口減少はどこにでも!! ただ、県・市よりも前倒
しで!! 減少した数値にとらわれないで、その事に
よって起こる問題・課題への取り組みが必要です
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高齢者の人口推移

☆人数の推移だけで見ていても解らないところも、人口に対する割合で見ると違いが見えてきます。
・６５歳以上の高齢者の人口は減少ですが、割合(高齢化率)は増加しています。
・６５-７４歳(前期高齢者)も減少していますが、割合で見るとほぼ横ばい状態です。
・７５歳以上(後期高齢者=介護が始まるころの年齢)と８５歳以上(施設等の利用が増える年齢)の方の人
口に対する割合は増加しています。 6



小千谷市内の集落別構成 (赤色が真人町の集落名)

１８歳未満同居
多・高齢者小

１８歳未満同居
小・高齢者多
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年代×性別による配偶者の状況 真人町

人
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中学生以下の人口比較 真人町の子供が少ない!!

区　分
地区名 計(A) 男性 女性 計(B) 男性 女性 割合B/A 計(C) 男性 女性 割合C/A

小千谷 35,995 17,832 18,163 11,469 6,085 5,384 31.86% 4,169 2,120 2,049 11.58%

真人町 1,149 586 563 308 186 122 26.81% 80 38 42 6.96%
岩　沢 752 380 372 199 114 85 26.46% 81 43 38 10.77%
東　山 483 249 234 138 77 61 28.57% 46 21 25 9.52%

人　口 　0-15歳未満人口20代～40代人口

・真人町の「20代から40代」の全体人口に占める割合は26.81%で他地域の数値
ともさほど変わりはありません。しかしながら、「0-15歳未満」の人口割合は
6.96%で、小千谷市の平均値や岩沢･東山地区の数値に比べて少なく、若者の人口
割合に比べて子供の人数が少ないことがわかります。 ※真人町の１４歳以下を人
口比１０％とすると１１５人となります。(現状８０人)
※人口数値は平成30年3月末の住民基本台帳数値を使用

186人
60.4%

122人
39.6%

38人 42人

85人
42.7%

114人
57.3%

43人 38人

61人
44.2%

77人
55.6%

25人21人

1,149人
752人 483人

35,995人

6,085人
53.1%

5,384人
46.9%

2,120人 2,049人

31.86%

11.58%

26.81%

6.96%

26.46%

10.77%

28.57%

9.52%
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一人世帯･夫婦のみの世帯の「身寄りとなる人」 真人町

15

73

52

43

1

一人暮らし･夫婦のみ世帯の年代別

人数(50歳以上)１８４人 真人町

50代 60代 70代 80代～ 年代不明

小千谷市
内に34%

県内に
76%

十日町も
含め48%

「身寄りとなる人」がいないと回答
した人は4名でしたが、無回答の人が
40名いました。

県外･そ
の他24%
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主な移動手段 年代×性別×移動手段 真人町

１０代の主な移動手段は家族
等の運転する自動車への同乗
です。

車の運転ができない高齢者の
主な移動方法は家族等の運転
する自動車への同乗で、バス
の利用はわずかです。

10代と60 代～×性別×移動手段
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デイホームの利用 ６０歳～ 年代×性別×利用 真人町

・デイホームの利用者(６０歳以上から抽出)は
３１人で全体の６%でした。
みんな健康で過ごしているのかな･･･?
(介護施設へ入居すると住所も変わるよね)
・８０歳～利用者が増えるよね!! 12



将来の農作業や管理への従事 真人町

☆全体の約４割の方が１０年後の農作業については解らないと解答しており、特に若年層の回答者に多く見ら
れました。定年前となる50代の男性は「わからない」の回答は少なく、今後を見据えているようです。
・農業の主力である６０～７０代の方も委託や耕作放棄への意向が具体的に数値化されて見られます。
・新規就農が２名、規模拡大が６名おられました。認定農業者などの取り組みが気にかかります。 13
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取り組みの満足度と重要度の評価(まとめ) 真人町

◎将来を見据え、これから重点的に取り組むべきだと考えられている項目上位5つ

① 買物・通院・通学・習い事など、移動支援活動

② 冬季の道路除雪・交通確保、雪対策

③ 婚活イベントや紹介などの対策、婚活支援 少子化が顕著に物語る重要な課題、

④ 子育てなどの相談ができる場や人、子育て支援

⑤ 農地・農業用施設・山林など、維持管理活動

30～60代が特に強く必要性を考えている豪雪地帯故の切実な問題

⇒ 重要とほとんどの人が回答していますが、満足度では二極化している。早朝や夜の通勤者と自
宅で過ごす人では感じ方が違いますね。(次ページ参照)

10～60代と幅広い年代で強く必要性を考えている

⇒ 送迎される側よりも、送迎する側の負担もあり、切実なこととなって求められているか？

該当する世代よりも、50～60代が特に必要性を考えており、70代以上も高い数値を示している。

⇒ 少子化が顕著に物語る重要な課題となっており、後継者、担い手の心配ともなる。

全世代共通で必要性を考えている。

⇒ 市街地から離れていることから子育て施設やサービスに縁遠いか？

50・60世代で特に必要性を考えているが、そのほかの年代も幅広く必要と考えている。

⇒ 少子高齢化(多老化)や地域からの転出など、今後の後継者や担い手は不足？

15
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暮らしの中の困りごと(まとめ) 真人町

第1位 屋根の雪おろしや玄関先の雪のけなどの冬季の雪処理 40.4%

すべての世代で上位にランクイン(20・30代、50代でトップ)

⇒担い手不足への懸念、70代以上は作業自体への不安？

第2位 今後、自分が運転できなくなった場合の移動手段 40.1%

30～80代まで上位にランクイン(40代、60代でトップ)

⇒通勤や買い物、通院もほとんど市街地へ 公共交通機関も不便で６割の人が車を運転

第3位 自身の健康状態のこと 35.2%

50代以上から上位にランクイン(70～80代でトップ)

⇒自分の健康について不安視している人が多い。高齢者の健康づくり、予防が課題?!

第4位 家族の介護に関わること 29.0%

20代～60代まで上位にランクイン(20～30代で第2位、 40～50代で第3位)

⇒高齢者の健康づくり、予防が課題?!

10代と60～80代まで上位にランクイン(80代は第2位)

⇒市街地への足が必要だけど公共交通も不便で家族に頼る。新たな交通手段の仕組みも
必要か?!

※買い物の不便さには10・20・70・80代が上位にランクインし、30代で6位、60代で7

位でした。

第5位 買い物、通院、通学、通勤などの移動手段 27.8%
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町内や地域活動への参加状況

80.0%

63.2%

62.9%

43.8%

44.4%

40.6%

64.6%

63.2%

82.4%

54.0%

85.2%

68.3%

63.0%

55.6%

27.0%

29.3%

57.9%

20.0%

31.6%

34.3%

56.3%

50.6%

53.6%

35.4%

31.6%

11.8%

42.9%

9.3%

22.6%

14.8%

30.1%

34.8%

35.9%

27.9%

0.0%

5.3%

2.9%

0.0%

4.9%

5.8%

5.3%

5.9%

3.2%

5.5%

9.1%

22.2%

14.4%

38.3%

34.7%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性

10代女性

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性

70代女性

80代男性

80代女性

全体

参加 不参加 無回答
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全体の約6割の人
が参加している

50代男性と60代
が役員の中心とし
て奮闘している

20代女性と30代
の参加の割合が低
いのは忙しいのか

!

!

!

!

!

参加・不参加の理由は次で見てみよう



50.0%

66.7%

16.7%

22.2%

48.8%

59.5%

35.3%

50.0%

50.0%

29.6%

27.3%

23.8%

20.0%

4.3%

6.7%

27.7%

25.0%

11.1%

14.6%

21.6%

8.3%

11.1%

18.2%

6.7%

7.1%

25.0%

16.7%

33.3%

11.1%

17.1%

29.7%

32.4%

20.8%

50.0%

18.5%

45.5%

23.8%

20.0%

21.7%

10.0%

6.7%

21.7%

11.1%

10.8%

11.8%

16.7%

12.5%

22.2%

54.5%

14.3%

40.0%

17.4%

40.0%

60.0%

22.5%

8.3%

11.1%

39.0%

27.0%

11.8%

16.7%

25.0%

11.1%

27.3%

14.3%

13.0%

5.0%

3.3%

14.2%

41.7%

44.4%

24.4%

37.8%

11.8%

33.3%

25.0%

25.9%

33.3%

20.0%

39.1%

22.5%

25.0%

26.5%

50.0%

50.0%

8.3%

11.1%

29.3%

27.0%

8.8%

29.2%

50.0%

7.4%

18.2%

9.5%

20.0%

4.3%

3.3%

15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代男性

10代女性

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性

70代女性

80代男性

80代女性

全体

時間的に余裕がない 知り合いがいない 興味がない
体力がない 人間関係が面倒 家族の誰かが出ている 19

43.8%

66.7%

54.5%

100.0%

27.8%

14.3%

38.7%

20.8%

32.1%

23.5%

12.9%

28.3%

15.3%

38.8%

48.4%

51.0%

30.2%

50.0%

33.3%

54.5%

42.9%

33.3%

35.7%

35.5%

41.7%

41.1%

38.2%

21.9%

29.9%

25.9%

28.2%

22.6%

63.3%

33.8%

22.7%

14.3%

16.7%

12.5%

5.4%

10.0%

6.3%

4.7%

4.7%

3.2%

14.3%

7.0%

18.8%

16.7%

18.2%

0.0%

16.7%

7.1%

12.9%

20.8%

25.0%

11.8%

26.9%

33.1%

30.6%

21.2%

19.4%

28.6%

23.4%

6.3%

16.7%

9.1%

0.0%

7.1%

3.2%

4.2%

7.1%

10.9%

6.3%

3.5%

10.6%

3.2%

14.3%

7.0%

12.5%

25.0%

31.8%

28.6%

50.0%

42.9%

35.5%

50.0%

28.6%

32.4%

25.9%

42.5%

30.6%

25.9%

3.2%

18.4%

30.8%

12.5%

16.7%

27.3%

28.6%

22.2%

14.3%

35.5%

16.7%

33.9%

20.6%

46.3%

38.6%

34.1%

31.8%

38.7%

8.2%

31.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代男性

10代女性

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性

70代女性

80代男性

80代女性

全体

楽しい 知合いや仲間がいる
新たな仲間ができる 何かの役に立っている

33.8%

31.7%

30.8%

30.2%

23.4%

7.0%

7.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

知合いや仲間がいる

地域振興・活性化に繋がる

頼まれたり誘われた

楽しい

何かの役に立っている

新たな仲間ができる

時間に余裕がある

町内や地域活動への参加状況(それぞれの理由)※複数回答
参加の理由 回答数
526

不参加の理由 回答数
253

27.7%

26.5%

22.5%

21.7%

15.0%

14.2%

7.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

時間的に余裕がない

家族の誰かが出ている

体力がない

興味がない

ほかに優先することがある

人間関係が面倒

知り合いがいない

お願いすると参加が増え
る!

60代・70代で
は楽しむよりも
使命感と役員と
しての参加か

10代は忙しい?
30代～50代も仕
事との兼ね合い
の割合は高い

20代から一定の
割合を占めてい
る



20.0%

21.1%

22.9%

43.8%

22.2%

23.2%

29.2%

26.3%

45.6%

33.3%

46.2%

27.4%

41.5%

23.5%

27.8%

19.2%

30.5%

35.0%

36.8%

40.0%

12.5%

27.2%

23.2%

37.5%

42.1%

26.5%

20.6%

28.8%

29.0%

16.3%

20.9%

13.0%

13.8%

24.8%

15.0%

15.8%

17.1%

31.3%

12.3%

29.0%

8.3%

7.9%

10.3%

25.4%

11.9%

6.5%

10.4%

11.8%

4.3%

7.8%

11.8%

0.0%

0.0%

0.0%

6.3%

7.4%

0.0%

4.2%

2.6%

1.5%

1.6%

0.8%

4.3%

1.5%

5.2%

0.0%

2.4%

2.3%

25.0%

21.1%

17.1%

6.3%

28.4%

18.8%

20.8%

21.1%

13.2%

15.9%

8.9%

22.0%

12.6%

25.5%

26.1%

21.6%

18.2%

5.0%

5.3%

2.9%

0.0%

2.5%

5.8%

0.0%

0.0%

2.9%

3.2%

3.4%

10.8%

17.8%

13.1%

28.7%

35.3%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性

10代女性

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性

70代女性

80代男性

80代女性

全体

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答 20

女性・若者の声を反映する必要性 (年代別×男女別)  真人町

☆思う・やや思うと回答
した方は55.3%、501
人で、地域全体では過半
数以上が「必要」との意
見でした。

・男女の回答に大きな傾
向の違いはありませんで
したが、50代後半から
の男性のほうが必要と感
じている割合が高くなっ
ています。

・30代では全体の平均
を男女とも下回った結果
となっています。



15.0%

0.0%

31.4%

18.8%

14.8%

14.5%

18.8%

23.7%

33.8%

25.4%

41.9%

28.5%

45.2%

43.8%

51.3%

53.3%

33.5%

20.0%

42.1%

25.7%

50.0%

22.2%

29.0%

39.6%

23.7%

30.9%

15.9%

19.5%

20.4%

13.3%

7.8%

6.1%

7.8%

19.3%

20.0%

10.5%

11.4%

18.8%

17.3%

14.5%

12.5%

18.4%

11.8%

19.0%

11.0%

16.1%

5.9%

9.2%

1.7%

0.0%

11.0%

20.0%

10.5%

11.4%

12.5%

23.5%

24.6%

10.4%

23.7%

10.3%

20.6%

8.5%

11.8%

13.3%

10.5%

6.1%

5.4%

12.1%

20.0%

31.6%

17.1%

0.0%

19.8%

11.6%

18.8%

10.5%

10.3%

15.9%

16.5%

16.7%

8.1%

17.6%

12.2%

10.8%

14.3%

5.0%

5.3%

2.9%

0.0%

2.5%

5.8%

0.0%

0.0%

2.9%

3.2%

2.5%

6.5%

14.1%

11.1%

22.6%

22.8%

9.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代男性

10代女性

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性

70代女性

80代男性

80代女性

全体

思う やや思う あまり思わない 思わない わからない 無回答 21

この地域に住み続けたいと思うか? (年代別×男女別) 真人町

☆全体で見ると今後もこの地域に

住み続けたいと「思う・やや思
う」と回答とした方は52.8%、
477人でした。
・各年代別に見ても5割前後となり
ますが、「思う」の回答を見ると
年代が下がるほど低くなる傾向
で、あまり思わないが増えている
ことがわかります。
・また、子育て世代の女性も地区
平均より低くなってます。

全体では5割

この地域の20代の思いの割合は特徴的です!!

多数派の意見が反映

!

!

30代の思いの割合は低い!



20.0%

17.1%

18.8%

9.9%

8.7%

12.5%

7.9%

16.2%

12.7%

23.3%

21.0%

33.3%

29.4%

37.4%

37.7%

21.7%

20.0%

15.8%

22.9%

50.0%

9.9%

14.5%

18.8%

18.4%

22.1%

19.0%

15.3%

12.9%

17.8%

7.8%

4.3%

6.6%

14.5%

20.0%

36.8%

25.7%

19.8%

14.5%

25.0%

21.1%

11.8%

9.5%

11.9%

11.8%

1.5%

10.5%

13.0%

6.6%

12.8%

5.0%

5.3%

2.9%

4.9%

5.8%

2.1%

5.9%

3.2%

2.5%

6.5%

13.3%

11.8%

26.1%

25.1%

10.6%

5.0%

31.6%

14.3%

18.8%

24.7%

26.1%

26.0%

25.0%

20.6%

17.5%

22.0%

20.4%

13.3%

19.6%

8.7%

10.8%

18.2%

30.0%

10.5%

17.1%

12.5%

30.9%

30.4%

15.6%

27.6%

23.5%

38.1%

25.0%

27.4%

20.7%

20.9%

10.4%

13.2%

22.2%

10代男性

10代女性

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性

70代女性

80代男性

80代女性

全体

思う やや思う わからない 無回答 あまり思わない 思わない

自分の子どもにも住み続けたいと思うか? (年代別×男女)真人町別)

☆自分の子供にもこの地域
に住んでほしいと「思う･や
や思う」と回答した人は全
体で36.2%で、「思わな
い･あまり思わない」は
40.4%となりました。
・30代以上では、若い人ほ
ど子供にも住んでほしいと
思う人は少なくなります。
また、50～60代の後継者
を考える年代の回答者は、
住んでほしいと思うよりも
思わないの回答が増えてい
ます。 30代の回答では
50%以上を超えています。

・特にこの地域の20代の思
いは特徴的です。

!

!

!

肯 定 36.2% 否 定 40.4%

!

思う ＜ 思わない

30～50代の母親世代は
50・60代の親世代も

22



60.0%

36.8%

37.1%

56.3%
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14.5%
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26.3%
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15.0%

31.6%
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0.9%
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0.0%
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14.8%
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0.0%
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6.3%

0.0%
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7.5%
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10代女性

20代男性

20代女性

30代男性

30代女性

40代男性

40代女性

50代男性

50代女性

60代男性

60代女性

70代男性
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80代男性

80代女性

全体

ある ややある あまりない ない わからない 無回答 23

地域への愛着の有無 (年代別×男女別) 真人町

「愛着がある・やや
ある」は6割以上!!

若年層の地域に対す
る愛着は高い!!

子育て世代の女性の
愛着は地区平均より
低い!!

今後の子供たちに影
響は大丈夫?!

地域への愛着度が
子供たちへの定住意識に

影響を与えることはないか



以前とくらべて地域に対する思いに変化はありますか

☆若年層の地域に対する愛着や思いは高い

・あなたの思いが若者に伝わっていないでしょうか…?

24

か

!

!

若者の絆で、
令和元年度か
ら小千谷祭り
に南部の万灯
が出陣!
今後の更なる
活躍に期待

真人・岩沢…
南部で出陣!!



今後の真人町全体の活動や行事について 三地区の状況

☆三地区とも現状の「今のまま
で」が多くの思いとなりまし
た。
・「真人町全体での行事や活
動」は少数の声となりましが、
デイホームや今年初参加となる
小千谷祭りへの万灯参加などは
拡充されても良いものかと思い
ます。

真人秋の陣画像

大田楽画像

デイホーム

里地地区 大運動会

北部地区 敬老会

三地区で開催 デイホーム
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アンケート結果から見えるポイント

ご協力を頂いたアンケートを集計し、見て分かり易くする
ために項目ごとに再集計を行って分析を進め、「見える化」
を図ってきました。そして、その現状を把握し、様々な問題
や課題を自分のものとし、「我がごと」として〝話のタネ″
とした対話ができるように「アンケート結果から見えるポイ
ント」としてまとめました。
それぞれがさらに自分なりに結果をかみ砕き、話し合いの場
を広げて対話の場が広がれば幸いです。

急速な人口減少
国県、市どこで
も少子高齢化

小さな地域単位ほど前
倒しで現象が表れる

様々な問題・課題が生じてくる!真人町の高齢化率
H30.4.1  40.7%

市内11地区で最高値

地域の現状を
把握して〝見
える化″をし
てみよう

中学生以上
対象の住民
アンケート
実施

91.1%の高
回収率、年
代・性別の
意向が確認

どんな事
が見えて
きたかな

26
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真人町の将来人口推計からのポイント 真人町

○高齢化による地域福祉は

○役員の負担が増してくる

☑ 人口減少で少子高齢化は加速する

「国・県、市のどこでも人口減少は進むが、小さい単位の

地域ほど前倒しでその現象が進む。
(１５年間で31.2%減少 ⇒ 今後15年間でさらに37.8%減少)

高齢者数も減少するが、少子化の加速や生産人口の減少す

る人口構成では高齢化率は増加する。
(人口比 ⇒ 支える側の減少 支えられる側の増加 )

三世代同居が減少し、高齢者のみの世帯が増加し、家族や

地域が支える事が必要となる。

行政も税収が落ち、従来施設などの維持経費が嵩む事から

自由に使える経費が縮小し、行政に依存することが難しくな
る。

行政と地域のやるべき
事の住み分けにより、
地域でできる事は地域
の特性を生かして行う
必要がある!？

地域の支え合い活動の
構築(組織、仕組み)が必
要!?

人口減少や多老化による役員の人選が困難となったり、負

担が増してくる。
組織、役員体制の見直
しが必要!?
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